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　小職は、2020 年 4 月 1 日より 3 年間病院長を拝命いたしました。この 3 年間を振り返ると、COVID-19

の対応をしつつ新入院棟への移転で、あっという間に過ぎ去ったように思います。この 3 年間を無事に送

ることができたのも、教職員皆様のご協力のおかげと感謝いたしております。そして 2023 年度より再度病

院長を拝命することになりました。これまでの 3 年間の経験をふまえ現状のニーズにマッチするよう少し

体制を変えることにいたしました。

　まず、病院執行部の副院長を 1 名増やし、6 名の体制といたしました。峯下昌道教授、藤谷茂樹教授、明

石嘉浩教授、本舘教子看護部長はそのまま継続していただき新たに鈴木 直教授、清水直樹教授に加わって

いただくことにしました。次に、病院組織図を改変することにいたしました。これまでの当院の組織図の問

題点として、①診療連携を円滑に図るために作られた各センターに実際の施設があるセンターと無いセン

ターがある。②看護部、事務部以外の各職種は診療施設部門、診療協力部門、医療支援管理部門に配属され

ていた。③臨床研修管理部門は臨床研修医と特定行為看護師に限られていた。これらの矛盾を解消するため

に、1) 施設のあるセンターは診療施設部門に統一し、施設の無いセンターは診療連携部門に統一いたしま

した。2) 病院職員を診療協働部門の中に集約しました。看護部、事務部、薬剤部、栄養部など従来部長職

をあてられていた職種はそのままに、それ以外の職種は各技術部として職位にかかわらず技師長を置き、そ

れぞれの職種の教育・管理をお願いすることにいたしました。3) 病院で働く全職員の初期研修、スキルアッ

プ支援、多職種連携、資格管理、他教育機関からの研修受け入れなどについて管理をおこなうために人財育

成部門を設置いたしました。4) 医療の質の改善を継続しておこなうため、Total Quality Management 室を

院長直轄として置くことにいたしました。

　2023 年度の主な変更点として、新たに心臓血管外科部長に縄田 寛先生が就任されました。このほか新た

に診療連携部門として、神経内分泌腫瘍センター（立石敬介センター長）、細胞治療センター（佐野文明セ

ンター長）が設置されました。特に神経内分泌腫瘍センターは消化器内科、消化器・一般外科、代謝・内分

泌内科、病理診断科、放射線治療科、放射線診断・IVR 科の神経内分泌腫瘍の臨床に関する連携を強固にす

るもので、その治療として内視鏡治療、手術、化学療法、放射線治療のほか、新しく導入されたペプチド受

容体放射線各種療法を含め、センターで病態に適合した治療を選択できるようにしたものとなります。

　働き方改革、DX 化、少子高齢化など社会の大きな変化のなか、当院は今後も医療の進歩、社会の変化に

順応して必要とされる医療を提供してまいりたいと思います。

病院年報　巻頭言

病 院 長　大坪 毅人

2023 年度年報　刊行のことば
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理　　念
生命の尊厳を重んじ、病める人を癒す、
　愛ある医療を提供します。

病院の基本方針

１． 患者の安全を第一とする高度な医療安全管理体制のもと、良質で心の通い
合う医療を提供します。

２．患者の人権を尊重し、十分な説明と同意のもとに社会に開かれた医療を提      
供します。

３．特定機能病院として高度かつ先端的な医療を提供すると共に、その開発、
評価および研修を行います。

４．地域の基幹病院として、地域住民が包括的な医療を受けられるよう連携体
制を充実させます。

５．臨床研究を通じて医学・医療の発展に貢献します。
６．生命の尊厳とキリスト教の愛の精神を規範とする医療人を育成します。

＊暴言・暴力や迷惑行為、および器物破損行為を禁止します。
＊診療を阻害するような迷惑行為などがあった場合、患者および家族の
　意思に関わらず、退去していただくことがあります。
病院の安全を守り、診療を円滑に行うと共に、最善の医療を提供するために、
ご協力お願いいたします。

１．平等に適切な医療サービスを受けることができます。
２．病気・けがの状態、治療内容および見通しについて十分な情報と説明を
受けることができます。

３．診断・治療方針を自らの意思で決めることができます。
４．大学病院として教育実習や研究的治療が行われておりますが、その対象
となるのを断ることができます。

５．望まない医療の提供あるいは教育・研究への協力を拒否した場合でも、
　　何ら不利益を被ることはありません。
６．診療情報は保護され、プライバシーは尊重されます。
７．診療に関する記録の開示を求めることができます。
８．セカンドオピニオンを求めることができます。

権利に関する事項

責務に関する事項
１．適切な医療を受けるため、自らの健康状態等、必要とされる情報を可能
　　な限り正確に医療提供者に伝えてください。
２．治療・療養に必要な指示を守ってください。

患者の権利と責務について

一



‒　5　‒

１．生命の尊厳を重んじ、温かい人間愛をもって患者の心を癒し、苦痛を和らげるよう努め
ます。

２．医療の安全管理に最大の注意を払い、事故発生時は原因を究明し、事実を隠すことなく
伝え、その再発防止に当たります。

３．心理的な抑圧がなく、相互に信頼し、安心して職務ができる環境を整えます。
４．医療情報を正確かつ適正に記録・管理し、患者の権利とプライバシーを守ります。
５．患者への説明と同意に基づく信頼される医療を提供します。
６．お互いの専門性を尊重し、連携を密にチーム医療を行います。
７．病院の公共性を重んじ、法令および諸規則を遵守します。

職員倫理指針

聖マリアンナ医科大学病院は、病院の理念および基本方針に掲げる使命を達成するため、
職員が遵守すべき行動の規範を、職員倫理指針として以下に定める。

診療に際しては、患者に十分説明し、理解していただき、同意を得られるよう努めます。ただし、患者本
人による理解および自己決定が困難と判断される場合、または患者本人が説明を聞きたくないことを明白
に主張される場合は、以下の（1）から（4)に該当する者のうち、いずれかの者（以下「代理人等」とい
います。）に十分説明して理解および同意を得るよう努めます。
（１）患者に法定代理人がいる場合には、法定代理人。
（２）診療契約に関する代理権が付与されている任意後見人。
（３）患者本人から代理権を与えられた親族およびこれに準ずる者。
（４）患者が成人で判断能力に疑義がある場合は、現実に患者の世話をしている親族およびこれに準ずる者。

患者は病状および行おうとしている検査・治療について、十分に理解し納得のいくまで説明を受ける権利
があります。その後の医療については自分で決定する権利があります。医療従事者は患者および代理人等
が理解し判断できるよう努めます。

重要な説明には、患者の承諾のもと、代理人等または患者の信頼する第3者の同席をお願いする場合があ
ります。

診療行為、とくにリスクを伴う行為を実施する場合、以下のことについて説明し同意を得ます。
１．病状の説明に加えて当該診療が必要な理由
２．診療の具体的内容
３．診療後に予想される身体障害と合併症
４．実施しない場合に予想される結果
５．他の手段とその利害得失
６．実施後の一般的経過など

重要な説明を行う場合は、説明文書を用い説明中の節目ごとに、または説明終了時に理解できたかどうか
確認し、質問を受けます。また説明はプライバシーに配慮した場所で行い、患者および同席者の心理的ス
トレスにも配慮します。

説明の内容と同意の取得について、記録を残します。
ただし、緊急事態では事前の説明と同意を省略することがあります。
同意書への署名に際しては、家族あるいは親族などと十分相談できるよう配慮します。同意書に署名を求
める場合は、他の医療機関の医師の意見（セカンド・オピニオン）を聞くことが可能であること、またそ
の際には必要な資料を提供することを伝えます。

一度、医療行為に同意した後でも、いつでも同意を撤回することができます。主治医や担当医にお申し出
ください。同意を撤回したとしても不利益な扱いを受けることはありません。

聖マリアンナ医科大学病院における「説明と同意」
（インフォームドコンセント）

１．医療を進めるために

２．説明を受けるために

３．家族あるいは親族同席のもとで

４．診療行為の目的や意義について

５．理解しやすい説明

６．説明と同意に関する記録について

７．同意撤回について
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１．あなたは、どのような病気にかかったときでも、ほかの人と同じようによい医療を受ける

ことができます。

２．あなたは、どのようなときでも、ひとりの人間として大切にされ、病院の人たちやご家族

と力を合わせながら医療を受けることができます。

３．あなたは、病気のことや病気を治していく方法を、あなたがわかる言葉や物などを使って、

病院の人たちやご家族から教えてもらうことができます。

４．あなたは、病気のことや病気を治す方法について、十分な説明を受けたうえで、自分の

考えや気持ちを病院の人たちやご家族に伝えることができます。

５．あなたは、わからないこと、心配なことや不安なことがあるときは、病院の人たちやご

家族に聞いたり、話したりすることができます。

６．あなたが話したことや、あなたの病気について知られたくないことは、他の人には勝手に

話しません。

７．あなたは、入院していても、勉強したり、遊んだりすることができます。

８．あなたは、病気の治し方や薬が効くかどうかの研究への協力を頼まれたときは、十分な

説明を受けて、協力するかどうかを自分で決めることができます。決めるときに、わから

ないことや不安なことがあれば、病院の人たちやご家族に聞いたり、話したりすることが

できます。途中でやめたくなれば、いつでもそれをやめることができます。

９．あなたの病気がよくなるように、あなたのからだや気持ちのことをできるだけくわしく

病院の人たちやご家族に伝えるようにしてください。

10．あなたとみんなが気持ちよく過ごすために、あなたも病院の約束を守ってください。

こどもの患者の権利に関する事項
あなたは、どのようなときにもひとりの人間として大切にされながら、大人へと育っていくこ

とを一番に考えた医療（※１）を受けることができます。聖マリアンナ医科大学病院では、この

ような考え方でつくった「こども患者憲章」(※２）を守って、あなたを助けていきます。

※1　病気を治してもらうことなど

※2　あなたのために、病院の人たちやあなたのご家族、そして、あなた自身も守らなければならな

い決まりごと

こども患者憲章

こどもの患者の権利について
かんじゃ け ん り かん じ こ う

にんげん たいせつ おとな そだ

いちばん かんが いりょう
う

まもかんが かた かんじゃけんしょう たす

びょうき なお

びょういん ひと かぞく じしん まも

き

かんじゃけんしょう

いりょう うひとびょうき おな

びょういんにんげん たいせつ ひと かぞく

いりょう うちから あ

びょうき びょうき なお ほうほう ものことば つか

びょういん かぞく おしひと

びょうきびょうき なお ほうほう じゅうぶん せつめい う じぶん

びょういんしんぱい ひとふあん

にゅういん べんきょう あそ

びょういん つたかぞくかんが ひと

き はなかぞく

びょうき なお かた くすり き けんきゅう きょうりょく たの じゅうぶん

びょうき き も

びょういん かぞく きひと はなふ あ ん

ききじぶんせつめい きょうりょく

びょういん かぞく つた

びょういん やくそく まもすき も

かんじゃ け ん り

びょうきはな し ほか ひと かって

はな

とちゅう

き も
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大学病院の沿革
昭和 46 年（1971 年） 4 月 東洋医科大学開学
昭和 47 年（1972 年） 7 月 東洋医科大学病院 (850 床）開設許可
昭和 48 年（1973 年） 4 月 法人名及び大学名を「聖マリアンナ医科大学」に名称変更

11 月 看護師寮 ( 白樺寮）完成 ( 平成 20 年 2 月 29 日解体）
昭和 49 年（1974 年） 2 月 聖マリアンナ医科大学病院開院
昭和 51 年（1976 年） 9 月 看護師寮 ( グリーンハイツ）完成
昭和 55 年（1980 年） 7 月 病院別館（358 床）開設、救命救急センター開設
昭和 58 年（1983 年） 8 月 精神療法センター開設

10 月 救命救急センター内に熱傷センター併設
昭和 63 年（1988 年） 3 月 臨床修練指定病院の指定（外国人医師又は外国人歯科医師）

7 月 MR 棟完成
平成 3 年（1991 年） 12 月 ハートセンター開設
平成 5 年（1993 年） 4 月 糖尿病センター開設

11 月 厚生省 ( 現・厚生労働省）より特定機能病院の承認受ける
平成 6 年（1994 年） 5 月 夜間急患センター開設
平成 8 年（1996 年） 5 月 神奈川県知事より災害医療拠点病院の指定を受ける
平成 9 年（1997 年） 4 月 内視鏡センター開設

老人性痴呆疾患治療研究センター ( 現・認知症治療研究センター）開設
平成 13 年（2001 年） 6 月 生殖医療センター開設
平成 14 年（2002 年） 9 月 メディカルサポートセンター開設
平成 15 年（2003 年） 4 月 医療安全管理対策室（現・医療安全管理室）設置

初期臨床研修センター（現・臨床研修センター）設置
8 月 「腎センター」を「腎臓病センター」に改称

統合失調症治療センター開設
12 月 呼吸器病センター開設

平成 17 年（2005 年）11 月 救命救急センターの一部として SCU( 脳卒中ケアユニット）を本館 8 東病棟内に 4 床設置
平成 18 年（2006 年）10 月 高度新生児医療センター開設
平成 19 年（2007 年） 2 月 厚労省より「地域がん診療連携拠点病院」の認定を受ける

日本病院機能評価認定証交付
4 月 腫瘍センター開設

平成 20 年（2008 年） 4 月 「画像診断センター」改変し、「画像センター」と「放射線治療センター」を設置
7 月 移植医療支援室を設置

平成 21 年（2009 年） 4 月 「医療安全管理対策室」を「医療安全管理室」に改編
医療情報部を改廃

8 月 「新生児科」を設置、「泌尿器科」を「腎泌尿器外科」に、「循環器科」を「循環器内科」
に改称

平成 22 年（2010 年） 3 月 「高度新生児医療センター」を改廃し、「総合周産期母子医療センター」を開設（認可は 4 月）

4 月 「精神療法センター」を「精神療法・ストレスケアセンター」に、「認知症治療研究センター」
を「認知症（老年精神疾患）治療研究センター」に改称

7 月 「腫瘍内科」を設置し、「血液・腫瘍内科」を「血液内科」に改称
平成 23 年（2011 年） 3 月 「生殖医療センター」を整備拡充

4 月 「診療記録管理室」を設置
9 月 麻酔科外来を整備拡充

10 月 「腫瘍センター」を移設整備拡充、手術室を増設
11 月 病院機能評価（ver.6.0）更新受審

平成 24 年（2012 年） 3 月 病院機能評価認定証交付
4 月 院内保育園「マリアンナさくら保育園」を開園

生殖内分泌外来設置
「病理診断科」を設置

平成 27 年（2015 年） 3 月 「ハイブリッド手術室」を設置
7 月 「呼吸器・感染症内科」を「呼吸器内科」に改称
8 月 ハイブリッド心臓大動脈治療センター開設

平成 28 年（2016 年） 4 月 肝疾患医療センター開設
超音波センター開設

9 月 GHCU 開設
11 月 病院機能評価（一般病院 2　3rdG:Ver.1.1）更新受審
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平成 29 年（2017 年） 4 月 病院機能評価認定証交付
感染症センター開設

10 月 てんかんセンター開設
院内保育園「マリアンナさくら保育園」を整備拡充

平成 30 年（2018 年） 4 月 脳卒中センター開設
こどもセンター開設
リウマチ・膠原病生涯治療センター開設

8 月 「神経内科」を「脳神経内科」に改称
平成 31 年（2019 年） 4 月 リハビリテーションセンター開設

緩和ケアセンター開設
ゲノム医療推進センター開設

令和元年（2019 年） 8 月 看護師特定行為研修センター開設
令和 2 年（2020 年） 4 月 リハビリテーション科設置

11 月 パーキンソン病治療センター開設
令和 3 年（2021 年） 4 月 心不全センター開設

内分泌疾患センター開設
脊椎センター開設
人工関節センター開設

8 月 「放射線科」を「放射線診断・IVR 科」、「放射線治療科」に改称
10 月 緩和ケア科設置

令和 4 年（2022 年） 1 月 胆道・膵臓病センター開設
4 月 「消化器・肝臓内科」を「消化器内科」に改称

中央器材室開設
令和 5 年（2023 年） 1 月 「耳鼻咽喉科」を「耳鼻咽喉・頭頸部外科」に改称

4 月 Total Quality Management 室設置
臨床工学技術部設置
リハビリテーション技術部設置
臨床検査技術部設置
診療放射線技術部設置
超音波診療技術部設置
臨床病理診断技術部設置
ソーシャルワーク技術部設置
集中治療センター開設
こどものこころセンター開設
がんゲノム診療部開設

5 月 神経内分泌腫瘍センター開設
令和 6 年（2024 年） 1 月 細胞治療センター開設

一
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歴代病院長

初代病院長 前田　徳尚 昭和 49 年（1974 年）2 月 12 日 ～ 昭和 59 年（1984 年）3 月 31 日

2 代病院長 渡邊　　弘 昭和 59 年（1984 年）4 月 1 日 ～ 平成   2 年（1990 年）3 月 31 日

3 代病院長 須階　二朗 平成   2 年（1990 年）4 月 1 日 ～ 平成   6 年（1994 年）3 月 31 日

4 代病院長 石川　　徹 平成   6 年（1994 年）4 月 1 日 ～ 平成 11 年（1999 年）3 月 31 日

5 代病院長 石田　尚志 平成 11 年（1999 年）4 月 1 日 ～ 平成 13 年（2001 年）3 月 31 日

6 代病院長 青木　治人 平成 13 年（2001 年）4 月 1 日 ～ 平成 14 年（2002 年）3 月 31 日

7 代病院長 明石　勝也 平成 14 年（2002 年）4 月 1 日 ～ 平成 17 年（2005 年）3 月 31 日

8 代病院長 中田幸之介 平成 17 年（2005 年）4 月 1 日 ～ 平成 18 年（2006 年）3 月 31 日

9 代病院長 小板橋　靖 平成 18 年（2006 年）4 月 1 日 ～ 平成 20 年（2008 年）3 月 31 日

10 代病院長 三宅　良彦 平成 20 年（2008 年）4 月 1 日 ～ 平成 23 年（2011 年）3 月 31 日

11 代病院長 幕内　晴朗 平成 23 年（2011 年）4 月 1 日 ～ 平成 26 年（2014 年）3 月 31 日

12 代病院長 尾崎　承一 平成 26 年（2014 年）4 月 1 日 ～ 平成 29 年（2017 年）3 月 31 日

13 代病院長 北川　博昭 平成 29 年（2017 年）4 月 1 日 ～ 令和   2 年（2020 年）3 月 31 日

14 代病院長 大坪　毅人 令和   2 年（2020 年）4 月 1 日 ～ 現在に至る

一
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施設の概要と病院機構
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施設の概要
1　建物の概要 （2024 年 3月 31 日現在）

規模
病院本館 S、RC、SRC 造　地上 9 階　塔屋 1 階　※入院棟等へ一部移転し、一部閉鎖中
病院別館 SRC 造　地下 1 階　地上 9 階　塔屋 1 階　※入院棟等へ移転し、改修工事中
入院棟 S、RC 造（免震構造）　地上 12 階　ヘリポート階

面積
病院本館 ( 延床面積 ) 44,524.054㎡
病院別館 ( 延床面積 ) 19,627.585㎡
入院棟（延床面積） 60,246.42㎡（時間外通路及び渡り廊下含む）

電
気
設
備
概
要

特別高圧受変電設備 66kV/6.6kV　2 回線受電（1 回線は予備線）
設備容量 20,000kVA

高圧受変電設備 6.6kV/420V/210V/105V　13 箇所
総設備容量　37,205kVA

自家用発電設備 入院棟 2,000kVA × 2 台（重油）
東館 1,500kVA × 2 台（重油）
難治研     750kVA × 1 台（重油）
病院別館     750kVA × 1 台（重油）　※休止中

CVCF 設備 入院棟     300kVA × 2 台（4 階）　100kVA × 2 台（12 階）
病院本館     200kVA × 2 台　※停止中　20kVA × 1 台　※停止中
病院別館     100kVA × 2 台　※撤去
東館 　  20kVA × 1 台

空
調
設
備

空気調和機 病院本館 空調機×23 台　PAC×8 台　送排風機×73 台　ファンコイルユニット×465 台
熱源 水冷チラー× 1 台　　蒸気　冷温水　※一部停止中
病院別館 空調機× 24 台　PAC × 9 台　送排風機× 71 台　ファンコイルユニット× 297 台　※撤去・改修工事中
熱源 ターボ冷凍機× 2 台　※休止中　　空冷チラー× 1 台　※撤去　　蒸気　冷温水　※撤去・改修工事中

入院棟
熱源

外調機× 33 台　PAC（エアコン）× 1,450 台　
送排風機（全熱交換機、排煙機含む）× 225 台　フィルターユニット× 25 台
ファンフィルターユニット× 42 台　HEPA 吹出ユニット× 55 台
VAV・CAV × 225 台　CR（クリーンルーム）空調設備×134 台　蒸気　冷水

給
排
水
衛
生
設
備
概
要

給水設備 病院本館 市水受水槽（有効）	 300㎥	 市水高架水槽（有効）50.6㎥
井水受水槽（有効）	 300㎥　 井水高架水槽（有効）50㎥

病院別館 市水受水槽（有効）	 125㎥ +125㎥	 市水高架水槽（有効）48㎥  ※休止中
井水受水槽（有効）	 270㎥　 井水高架水槽（有効）30㎥  ※休止中

入院棟 上水受水槽（有効）	 150㎥ +135㎥	 加圧給水方式
雑用水受水槽（有効）	 307㎥	 加圧給水方式

井戸 病院本館 地下水上水化システム	 150㎥ / 日
病院別館 便器洗浄　※休止中
入院棟 便器洗浄

給湯設備 病院本館 給湯槽 9,000ℓ× 2 台（プレート式熱交換器型）
HP 給湯器 1,000ℓ× 1 式 ( 給湯器× 2 台）　 ※停止中

病院別館 給湯槽 5,000ℓ× 2 台　※撤去・改修工事中
入院棟 給湯槽（有効）5,500ℓ× 4 台（プレート式熱交換器型）

排水設備 病院本館 医学部・病院共用実験廃水処理 ( 公共下水道 )
病院別館 廃水処理 ( 公共下水道 )　※撤去・改修工事中
入院棟 医療（感染・検査透析）排水処理設備（公共下水道）

R Ｉ排水設備 病院本館 浄化槽　5 人槽× 1，　第 1、第 2 貯溜槽　各槽× 20 ｔ 　※全て廃止
希釈槽× 10 ｔ，　一般排水貯溜槽× 5 ｔ　※全て廃止

入院棟 浄化槽 1、2　5 人槽× 2，分配層× 0.7t
貯溜槽 1、2　各槽× 24 ｔ，希釈槽× 24 ｔ
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2　許可病床数内訳

（キャンパス全体）

2023 年 1月～
許可病床数 955 床

一般病床 757 床
EHCU （24 床）
EICU （6 床）
GICU （24 床）
GHCU （12 床）
SCU （9 床）

MFICU （9 床）
NICU （15 床）
GCU （18 床）
5W （50 床）

精神病床 31 床

昇
降
機
設
備
概
要

乗用 病院本館   90m/ 分　15 人乗り× 3 基　※一部停止中
病院別館   90m/ 分　11 人乗り× 3 基　※撤去、改修工事中
入院棟   45m/ 分　 9 人乗り× 1 基　 45m/ 分　15 人乗り× 1 基

105m/ 分　15 人乗り× 3 基　105m/ 分　17 人乗り× 1 基
人荷用 病院本館   90m/ 分　1,000kg × 2 基　※一部停止中

病院別館   90m/ 分　1,000kg × 2 基　※撤去・改修工事中
入院棟 105m/ 分　1,900kg × 2 基

寝台用 病院本館   90m/ 分　1,000kg × 4 基　 90m/ 分　1,000kg × 2 基（外来）※一部停止中
病院別館   60m/ 分　1,000kg × 3 基　※撤去・改修工事中
入院棟 105m/ 分　1,300kg × 5 基　　105m/ 分　1,500kg × 1 基

ダムウェター 病院本館   30m/ 分　    150kg × 2 基　　 45m/ 分　   200kg × 1 基 　※停止中
入院棟   45m/ 分   　    50kg × 1 基

そ
の
他

ガス設備 都市ガス　13A　※病院本館：停止中、病院別館：撤去
医療ガス設備 中央配管方式　※病院本館：一部停止中、病院別館：一部休止・改修工事中
防災設備 警報設備　消火設備　避難設備　排煙設備　連結送水管　※病院別館：撤去・改修工事中

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

概
要

ガスコージェネレーションシステム
C Ｇ S 設備 発電出力　2,430kW　× 2 台　燃料：都市ガス 13A
排熱回収ユニット 熱交換量　1,200kW　× 2 台
排ガスボイラ 実際蒸発量　1,800kg/ ｈ× 2 台

小型貫流ボイラ 相当蒸発量　2,500kg/ ｈ× 5 台　燃料：都市ガス 13A
2,000kg/ ｈ× 2 台 〃　　　及び重油

排熱投入型ガス吸収冷温水機 × 2 台
蒸気吸収冷凍機 × 2 台
電動ターボ冷凍機 × 1 台

一
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総合周産期母子医療センター
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入 院 棟
東西 南

ヘリポート

核医学検査
放射線治療
センター

救命救急センター
夜間急患センター

画像センター（入院）
コンビニエンスストア

E-ICU／E-HCU
救急集中治療室

G-ICU（CCU）／G-HCU
統合集中治療室

内視鏡
センター

中央手術部

��

��

��

��

機械室

輸血部
IVR室

病理診断科 薬剤部 中央器材室栄養部
SPD
／

修理室

NICU／GCU 産科／MFICU

小児科
小児外科

腎臓・高血圧内科
腎泌尿器外科

眼科
代謝・内分泌内科

血液浄化療養ユニット
リハビリテーションセンター
クリニカルエンジニア部

心臓血管外科
循環器内科

循環器内科

神経精神科 脳神経内科
SCU

呼吸器内科
呼吸器外科

脳神経外科
耳鼻咽喉・頭頸部外科

乳腺・内分泌外科
婦人科

乳腺・内分泌外科
整形外科／皮膚科

形成外科

整形外科

消化器・一般外科
消化器・一般外科

消化器内科

消化器内科
腫瘍内科

血液内科
腫瘍内科

特別病棟

��

リウマチ・膠原病・アレルギー内科
総合診療内科

集中治療センター

霊安室

中央手術・IVRセンター

病院本館
東　西　南　北

外来、画像センター（外来）
放射線治療（外来）

検査予約センター、外来、聖堂

総合案内、外来、入退院フロント、
タリーズコーヒー、メディカルサポートセンター、

薬の渡し窓口（院内処方）、
入院セットレンタル受付窓口、介護ショップ

患者相談窓口、コンビニエンスストア、
喫茶室（休業中）、理容室、

郵便ポスト、人事部、財務部、
ナースサポートセンター、ワクチンセンター

治療管理室

緩和ケアセンター、腫瘍センター
がん相談支援センター、がんサロン

��

��

��

��

��

��

連絡
通路

2023年4月～2024年3月
3　病院本館・入院棟
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4　所在地

◆交通機関案内図

〒 216-8511　川崎市宮前区菅生 2丁目 16番 1号
TEL：044 − 977 − 8111（代表）

立川 JR中央線

JR南武線

登戸

向
ヶ
丘
遊
園

小田
急線

八王子

横浜市営地下鉄

橋本

町田

百
合
ヶ
丘

生
田

新
百
合
ヶ
丘

長津田

あざみ野

宮前平

JR横浜線

東急
田園
都市
線

新横浜

横浜

川崎

大井町

菊名

日吉

中山

東神奈川

J R 山 手 線

新宿

渋谷 品川

東急大井町線

自由が丘
東
急
東
横
線

二子玉川

武蔵溝ノ口

秋葉原

東京

  武蔵
 小杉

鷺沼

聖マリアンナ
医科大学病院

降車バス停最寄駅 バスの路線
小田急線

●向ヶ丘遊園駅 小田急バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車
あざみ野駅行　 聖マリアンナ医科大学 下車

●生田駅 川崎市営バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車
●百合ヶ丘駅 小田急バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車
●新百合ヶ丘駅 小田急バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車

JR南武線
●武蔵溝ノ口駅 川崎市営バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車

田園都市線
●溝の口駅 川崎市営バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車
●宮前平駅 川崎市営バス 聖マリアンナ医科大学行　 終点 下車
●鷺沼駅 川崎市営バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車

小田急バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車
東急バス 聖マリアンナ医科大学行 終点 下車

●あざみ野駅 小田急バス 向ヶ丘遊園駅行　 聖マリアンナ医科大学 下車

横浜市営地下鉄
●あざみ野駅 小田急バス 向ヶ丘遊園駅行　 聖マリアンナ医科大学 下車

バス会社
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総 合 診 療 内 科
呼 吸 器 内 科
循 環 器 内 科
消 化 器 内 科
腎 臓 ・ 高 血 圧 内 科
代 謝 ・ 内 分 泌 内 科
脳 神 経 内 科
血 液 内 科
リウマチ・膠原病・アレルギー内科
腫 瘍 内 科
神 経 精 神 科
小 児 科
新 生 児 科
消 化 器 ・ 一 般 外 科
心 臓 血 管 外 科
呼 吸 器 外 科
小 児 外 科
乳 腺 ・ 内 分 泌 外 科
脳 神 経 外 科
整 形 外 科
形 成 外 科
皮 膚 科
腎 泌 尿 器 外 科
産 科
婦 人 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 ・ 頭 頸 部 外 科
放 射 線 診 断 ・ I V R 科
放 射 線 治 療 科
麻 酔 科
病 理 診 断 科
救 急 科
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科
緩 和 ケ ア 科

清水　直樹
・診療情報・診療記録管理
・診療報酬
・保育園

藤谷　茂樹
・労働安全衛生
・高度救命導入
・高度先進医療
・ICU管理

本舘　教子
・看護
・病床管理

・感染対策
・地域連携
・Total Quality Management

峯下　昌道

・医療安全
・防災
・IT化推進

明石　嘉浩

病 院 長

副 院 長

大平　善之 部長
峯下　昌道 部長 
明石　嘉浩 部長 
立石　敬介 部長
柴垣　有吾 部長 
曽根　正勝 部長 
山野　嘉久 部長 
新井　文子 部長  
川畑　仁人 部長 
砂川　　優 部長
古茶　大樹 部長 
清水　直樹 部長 
北東　　功 部長
民上　真也 部長
縄田　　寛 部長
佐治　　久 部長
古田　繁行 部長
津川浩一郎 部長
村田　英俊 部長
仁木　久照 部長
梶川　明義 部長
門野　岳史 部長
菊地　栄次 部長
髙江　正道 部長
鈴木　　直 部長
北岡　康史 部長
小森　　学 部長
三村　秀文 部長
中村　直樹 部長
井上莊一郎 部長
小池　淳樹 部長 
藤谷　茂樹 部長
佐々木信幸 部長
橋口さおり 部長

認知症（老年精神疾患）治療研究センター
統 合 失 調 症 治 療 セ ン タ ー
呼 吸 器 病 セ ン タ ー
ハ ー ト セ ン タ ー
心 不 全 セ ン タ ー
ハイブリッド心臓大動脈治療センター
脳 卒 中 セ ン タ ー
パ ー キ ン ソ ン 病 治 療 セ ン タ ー
肝 疾 患 医 療 セ ン タ ー
脊 椎 セ ン タ ー
人 工 関 節 セ ン タ ー
こ ど も セ ン タ ー
こ ど も の こ こ ろ セ ン タ ー
内 分 泌 疾 患 セ ン タ ー
ゲ ノ ム 医 療 推 進 セ ン タ ー

遺 伝 診 療 部
が ん ゲ ノ ム 診 療 部

緩 和 ケ ア セ ン タ ー
感 染 症 セ ン タ ー
糖 尿 病 セ ン タ ー
て ん か ん セ ン タ ー
胆 道 ・ 膵 臓 病 セ ン タ ー
リウマチ・膠原病生涯治療センター
神 経 内 分 泌 腫 瘍 セ ン タ ー

笠貫　浩史 センター長
安藤久美子 センター長
峯下　昌道 センター長
原田　智雄 センター長
石橋　祐記 センター長
西巻　　博 センター長 
山野　嘉久 センター長
山野　嘉久 センター長
渡邊　綱正 センター長
赤澤　　努 センター長
仁木　久照 センター長
清水　直樹 センター長
小野　和哉 センター長
曽根　正勝 センター長
山野　嘉久 センター長
右田　王介 部長
砂川　　優 部長
橋口さおり センター長
國島　広之 センター長
曽根　正勝 センター長
清水　直樹 センター長
小林慎二郎 センター長
川畑　仁人 センター長
立石　敬介 センター長

診

療

部

門

診
療
協
働
部
門

診
療
連
携
部
門

診
療
施
設
部
門

メ デ ィ カ ル サ ポ ー ト セ ン タ ー
放 射 線 管 理 室
診 療 記 録 管 理 室
治 験 管 理 室
移 植 医 療 支 援 室

峯下　昌道 センター長
前原　善昭 室長
清水　直樹 室長
松本　直樹 室長
縄田　　寛 室長

医
療
支
援
管
理
部
門

臨 床 研 修 セ ン タ ー
看 護 師 特 定 行 為 研 修 セ ン タ ー

古田　繁行 センター長
藤谷　茂樹 センター長

人
財
育
成
部
門

・臨床倫理
・医療器材
・薬事

鈴木　直

看 護 部
事 務 部

管 理 課
医 事 課

薬 剤 部
栄 養 部
臨 床 工 学 技 術 部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 技 術 部
臨 床 検 査 技 術 部
診 療 放 射 線 技 術 部
超 音 波 診 療 技 術 部
臨 床 病 理 診 断 技 術 部
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 技 術 部

医療安全管理室

感 染 制 御 部

峯下　昌道　室長Total  Quality  
Management室 

本舘　教子 部長
安藤　あゆ 部長
草彅　拓也 部長
小野瀨康夫 部長
坂上　逸孝 部長
清水　朋子 部長 
大川　　修 技師長
渡辺　　敏 技師長
山崎　　哲 技師長
森　　寿一 技師長
岡村　隆徳 技師長
大川　千絵 技師長
上倉　　緑 技師長

藤谷　茂樹 センター長
吉田　　徹 センター長
佐々木信幸 センター長
原　　正壽 センター長
北東　　功 センター長
鈴木　　直 センター長 
中川　敦夫 センター長
櫻田　　勉 センター長
砂川　　優 センター長
安田　　宏 センター長
出雲　昌樹 センター長
三村　秀文 センター長
中村　直樹 センター長
新井　文子 部長
信岡　祐彦 センター長
民上　真也 センター長
藤谷　茂樹 センター長
坂本　三樹 室長

救 命 救 急 セ ン タ ー
夜 間 急 患 セ ン タ ー
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー
健 康 診 断 セ ン タ ー
総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー
生 殖 医 療 セ ン タ ー
精神療法・ストレスケアセンター
腎 臓 病 セ ン タ ー
腫 瘍 セ ン タ ー
内 視 鏡 セ ン タ ー
超 音 波 セ ン タ ー
画 像 セ ン タ ー
放 射 線 治 療 セ ン タ ー
輸 血 部
臨 床 検 査 セ ン タ ー
手 術 ・ I V R セ ン タ ー
集 中 治 療 セ ン タ ー
中 央 器 材 室

安田　　宏　室長

竹村　　弘　部長

（11部門2課）

（24部門）

（34科）

（６名）

（18施設）

大坪　毅人

（5部門）

（2部門）

病院機構
1　大学病院組織図 （2024 年 3月 31 日現在）
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2　大学病院委員会一覧 （2024 年 3月 31 日現在）

病院長補佐会議（最高決議機関）
管理運営会議（委員会報告審議機関）
診療部長会議（諮問機関）
主任医長会（意見交換及び連絡調整）
大学病院長選考委員会

病
院
長
直
轄
委
員
会

副院長等選考委員会
医療安全統括会議

【医療安全管理担当部門】
大学病院医療事故調査委員会
セーフティマネージメント委員会
院内救急システム運営委員会
報告事例検討委員会
医療安全研修委員会

【高難度新規医療技術担当部門】
高難度新規医療技術評価委員会

【未承認新規医薬品・医療機器等評価担当部門】
未承認新規医薬品・医療機器等評価担当部門会議
未承認新規医薬品・医療機器等評価委員会
医療機器安全管理委員会

透析機器安全管理委員会
【放射線安全管理担当部門】

放射線安全委員会
特定放射性同位元素防護委員会
医療放射線安全管理委員会

診療用放射線線量管理部会
感染委員会
監査委員会
大学病院個人情報保護委員会
診療記録管理委員会

診療記録評価部会
クリニカルインディケーター部会
説明・同意（IC）検討部会

臨床研修管理委員会
臨床研修センター運営委員会

プログラム部会
指導者養成部会
研修医育成支援部会
広報・採用部会
環境衛生部会
管理指導部会

職員研修委員会
CV 部会
蘇生研修部会
教育講演企画部会

TQM 委員会
診療看護師等統括委員会

診療看護師委員会
診療看護師小委員会
特定看護師小委員会

常
置
の
各
種
委
員
会
法
人
規
定
に
基
づ
く
設
置

病院診療委員会
DPC コーディング部会

薬事委員会
医療器材委員会
メディカルサポート委員会
輸血委員会
ER 委員会
手術・IVR センター運営委員会
褥瘡委員会
治験審査委員会
医療ガス安全管理委員会
医療情報委員会

各
種
委
員
会
大
学
～

ホームページ委員会
栄養食事委員会
NST 運営委員会
臨床検査委員会
クリニカルパス委員会
RST 運営委員会

各
種
委
員
会　

大
学
病
院
長
権
限
に
基
づ
く
設
置

ハートセンター運営委員会
肝疾患医療センター委員会
総合周産期母子医療センター運営委員会
腫瘍センター運営委員会

がん登録部会
がん治療部会

レジメン審査委員会
支持療法部会
がん教育・広報部会
がん相談支援部会
AYA（Adolescent and Young Adult）部会

MCAP 委員会
高度先進医療専門委員会

高度先進医療専門小委員会
移植医療支援室運営委員会

ドナーコーディネーター部会
レシピエントコーディネーター部会

医療従事者負担軽減検討委員会
大学病院保育園運営委員会
ボランティア運営委員会
臨床倫理委員会
ゲノム医療推進センター運営委員会

遺伝診療部運営委員会
がんゲノム診療部運営委員会

大学病院てんかんセンター運営委員会
リハビリテーションセンター運営委員会
脳卒中センター運営委員会
こどもセンター運営委員会
こどものこころセンター運営委員会
リウマチ・膠原病生涯治療センター運営委員会
緩和ケアセンター運営委員会

緩和ケア部会
メディカルコーディネーター管理運営委員会
集中治療センター運営委員会
画像センター及び放射線治療センター運営委員会
呼吸器病センター運営委員会
ハイブリッド心臓大動脈センター委員会
腎臓病センター運営委員会
糖尿病センター運営委員会
精神療法・ストレスケアセンター委員会
認知症 ( 老年精神疾患 ) 治療研究センター運営委員会

認知症ケアチーム
統合失調症治療センター運営委員会
生殖医療センター運営委員会
感染症センター運営委員会
健康診断センター運営委員会
内視鏡センター運営委員会
超音波センター運営委員会
パーキンソン病治療センター運営委員会
心不全センター運営委員会
内分泌疾患センター運営委員会
脊椎センター運営委員会
人工関節センター運営委員会
勤務犬委員会

勤務犬後方支援部会
勤務犬活動部会

胆道・膵臓病センター運営委員会
中央器材室運営委員会
神経内分泌腫瘍センター運営委員会
細胞治療センター運営委員会

労働安全衛生委員会
菅生キャンパス防災対策委員会　病院防災部会

DMAT・DPAT 小部会
緊急被ばく医療検討小部会
BCP 検討小部会（学校防災部会との合同小部会）
災害訓練・研修検討小部会（学校防災部会との合同小部会）

一
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　集中治療センターは、2023 年 1 月の新入院棟への移転に伴い、旧入院棟で別フロアに分かれていた

EICU 10 床、EHCU 20 床、B6CU 12 床、GHCU 8 床、CCU 6 床の計 56 床を新入院棟の 2F フロアに統合

し、EICU 6 床、EHCU 22 床、GICU 24 床、GHCU12 床の計 66 床に拡大する形で発足しました。配置と

しても EHCU − EICU − GICU − GHCU と隣接した連続的な構造であり、従来に比べて相互に弾力的な運

用が可能となりました。特筆すべきは ICU が EICU ＋ CCU ＝ 16 床から EICU ＋ GICU ＝ 30 床とほぼ倍増

している事です。さらに GICU は従来の CCU だけでなく小児重症ユニットとしての PICU6 床を備え、さら

に、これを年度途中で 8 床に増床した事で、より包括的な運用が可能となり、その上で神経特化型集中治

療病床の Neuro ICU4 床を加えた事で、より守備範囲の広い大ユニットに変貌し、GHCU を含めて包括的な

運営が可能となりました。また、EICU 自体のベッド数そのものは旧病院より減少しているものの GICU と

の弾力運用により、より重症・緊急患者への対応に大きく寄与できる事となりました。2023 年度を通じて

COVID-19 感染症パンデミックは収束傾向ではありましたが、新 EICU・新 EHCU は隔離病室も備える事に

より近年増加傾向にあるインフルエンザ肺炎や劇症型 A 群β溶連菌による壊死性軟部組織感染症を含め重

症感染症への対応も十分なものとなり、将来予測される感染症パンデミックへの対応も十分可能なものと

なっています。医師・看護師・その他職員の対応もこれに対応したものとなっており、旧病院で散在してい

たものを新入院棟 2F フロアに統合する事によって、循環器内科・心臓血管外科・脳神経内科・脳神経外科・

小児科・小児外科・麻酔科など含めた各科と、救急・集中治療科の協働が容易となり ER・EICU・EHCU の

枠組みを超えて GICU の各ユニットに支援に入る事もできるようになり、全体としてより有機的で効率的な

活動が可能となりました。このような ICU・HCU のより効果的な活動が可能となった事から、旧入院棟時

代（COVID-19 以前・2019 年度）の年間入院受け入れ患者数 5,355 人から上記の通り 2023 年度は 6,691

名と約 1.2 倍となり、即日入院（緊急入院）では 1,978 人から 3,640 人と倍近く増加している。緊急対応

だけでなく定時を含めた術後患者も、循環器系では手技や器材の進歩による適応の拡大もあるとはいえ、

2019 年の 834 件から 2,185 件と約 3 倍に増加しています。これらへの対応が可能となったという点から、

集中治療センター発足により目指した重症病床の弾力的運用による、より多くの重症患者様への最適な医療

という観点において、一定の成果が挙がりつつあります。

集中治療センター設立：
より多くの患者様へ最適な医療提供を目指して

集中治療センター　センター長　藤谷　茂樹

3―1　新設のご紹介　集中治療センター
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集中治療センター稼働率

2023 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総　数

GICU
人　数 525 530 559 604 552 529 488 557 557 635 561 557 6,654

稼働率 72.9% 71.2% 77.6% 81.2% 74.2% 73.5% 65.6% 77.4% 74.9% 85.3% 80.6% 74.9% 75.8%

GHCU
人　数 219 217 234 216 259 219 219 184 196 265 237 246 2,711

稼働率 60.8% 58.3% 65.0% 58.1% 69.6% 60.6% 58.9% 51.1% 52.7% 71.2% 68.1% 66.1% 61.7%

一
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　こどものこころセンターは 2023 年 4 月 1 日に開設させていただきました。近年、養育環境の変化や、

発達障害の急増に伴い、こども心の健康に関する問題は急激に増加し、臨床場面では特にそのニーズの増加

は著しくなっております。

　当院の事例としては、自閉スペクトラム症、注意欠如多動性障害、チック症、学習障害、摂食障害、感情障害、

精神病性障害、虐待事例、PTSD 等の極めて多様な症例を治療しています。また、発達的課題や心理的課題

はこどもでは多様な身体的症状として現れることが多く、小児科をはじめ耳鼻科や眼科など他科が対処を求

められることも少なくありません。さらに小児外科などで先天的身体疾患を持つ子どもには種々の発達障害

を併存している場合もございます。患者様の側では、こうした状況で、適切な医療を受けるために、多様な

連携のある医療システムが必要となっているかと存じます。既に当院では 2017 年 9 月に児童思春期精神

科専門外来を開設しました。さらに 2024 年 1 月から児童思春期精神科入院ユニットを開設し、多様な児

童思春期のこころの問題への対応が可能となる状況となりました。また、センター長の小野は、こどものこ

ころ専門医の指導医資格者であり、当院はこどものこころ専門医を養成する機関として機能しています。こ

うした状況を踏まえて、充実した児童精神医学分野の診療を行う必要から、診療科を超えて連携すること、

また心理士やケースワーカーなど多職種が連携すること、さらに医療だけでなく、福祉や教育、行政との連

携も重要となっております。そこで、本センターでは、運営にあたり、当センター副センター長でもある

小児科 清水直樹主任教授のご協力を得て、当院小児科を始め、関連する様々な診療科との緊密な連携を図り、

さらには多職種医療連携を行い、外来でどこに相談すればよいのかわからないままに分散してしまっている

児童思春期のこころの問題に対して、集約してワンストップで対応できる連携システムを構築していきたい

と考えています。また、共有された情報を本人や家族、学校を含む関係機関とわかりやすい形で共有し、明

日からの支援につなげていくことを目指しております。

こどもの多様な発達障害・こころの問題の
治療にスムーズなアクセスを目指して

こどものこころセンター　センター長 小野　和哉

3―2　新設のご紹介　こどものこころセンター
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【2023 年度実績】
1）�今年度は児童思春期症例約 3,500 名を外来で対応しました。月当たりの新患受け入れ実績は平均 10 名

です。

2）児童精神科連携関連病院体制

�当院の機能を高めるため、児童精神科病棟を有する「東横恵愛病院」「平川病院」「東京さつきホスピタ

ル」「保土ヶ谷病院」の 4 つを連携関連病院群とし、月に 1 度第 3 月曜日に定例連携会議を施行してお

り、今年度は 12 回開催させていただきました。

3）教育講演会

�年 2 回の教育講演会を開催しています。この年度では以下の講演会を開催しました。当院はもとより

関連施設などから多数の参加をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。
第 1 回　こどものこころセンター講演会

テーマ 「こどもの自殺を考える」

日　時 6 月 14 日（金）17:30 ～ 18:30（オンライン（ZOOM）開催）

演　者 当院神経精神科学　准教授　安藤久美子 先生

参加者 68 名

第 2 回　こどものこころセンター講演会

テーマ 「児童思春期精神科の入院治療」

日　時 11 月 29 日（金）17:30~18:30（オンライン（ZOOM）開催）

演　者 長沢　崇 先生

参加者 70 名

4）こどものこころセンター運営会議

隔月でこどもセンターと連携した会議を開催しています。

こどものこころセンタースタッフ

一
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① 紹介文

2023 年 5 月 1 日付で当センターが発足いたしました。神経内分泌腫瘍は希少疾患に位置付けられますが、

全身にある神経内分泌細胞に由来するために肺、上下部消化管、膵臓のほか全身の様々な臓器に生じうる疾

患です。その組織学的特徴も多岐にわたり、悪性度の違いで NET(neuroendocrine tumor)-G1, G2, G3 と NE-

C(neuroendocrine carcinoma) に分類されています。WHO による疾患分類でもしばしば改訂がなされ、以前、

消化管 NET はカルチノイドと呼ばれました。発生場所や組織型もさることながら、その臨床症状も多彩で

あり、腫瘍から分泌されるホルモンによって血糖異常や腹部症状、皮膚症状などの様々な症状を呈する “ 機

能性（症候性）腫瘍 ” もあれば、無症状の “ 非機能性（無症候性）腫瘍 ” もあります。つまり病状や経過が

複雑で様々であるため、総合的に病状を評価し、個々に最適な治療を選択する必要があります。ときに遺伝

性疾患である多発性内分泌腫瘍症（multiple endocrine neoplasia：MEN）1 型や VHL（von Hippel-Lindau 病）

に合併する場合があり、背景に応じた治療方針の選択も重要となります。

　複雑な病態を呈する神経内分泌腫瘍に対して、消化器内科、腫瘍内科、代謝・内分泌内科、呼吸器内科な

どの内科とともに、外科、放射線科、病理部など各部門のエキスパートが結集して協力して診療にあたって

おります。最新の知識や診断機器、治療法を取り入れ、受診される患者様にとって最適な治療を行うよう努

めております。そして同時に最新鋭の画像診断設備も活用しております。

　とくに当センターでは神経内分泌腫瘍の新たな治療法である PRRT を行っております。PRRT とはペプチ

ド受容体放射性核種療法（peptide receptor radionuclide therapy）の略称で、2021 年 6 月に我が国でも保

険適用となりました。この治療ではルテチウムオキソドトレオチドという放射性薬剤を点滴投与します。腫

瘍に取り込まれたルテチウムがβ線およびγ線という放射線を出し、腫瘍を崩壊させます。放射能を有する

薬剤による治療のため、10 階東病棟の専用病室「特別措置病室」を含めた治療環境の整備など多職種のスタッ

フの協力によって成り立っております。

多部門多職種の英知を結集した神経内分泌腫瘍診療

神経内分泌腫瘍センター　センター長 立石　敬介

3―3　新設のご紹介　神経内分泌腫瘍センター
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② 実績

2023 年度は PRRT 治療の導入に向けて保健所への届出、専用蓄尿容器などの発注、院内施行ルールの制

定などを進め、月一回の多職種からなる運営委員会を行いました。その結果、2024 年 1 月には PRRT 治療

一例目候補が決定し、3 月 7 日に当院初めての PRRT 治療が施行されました。神奈川県では 4 施設しかない

PRRT 治療施設のひとつとなりました。

当院 10 階東病棟の特別措置病室

センターにおける月例疾患検討会

一
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～組織の紹介～

　多様化する細胞治療に適切かつ迅速に対応するために、2024 年 1 月 1 日付で新たに「細胞治療センター」

が設立されました。まだ構想段階の内容も多いのですが、当センターの担う業務についてご紹介いたします。

輸血療法は現状では診療施設部門の輸血部で行っていますが、将来的には細胞治療センターの業務として実

施することを検討しています。

1．細胞治療センターの業務

①輸血療法
輸血部は臨床検査技術部に属し、ISO15189 認証の下、手術時の輸血はもちろん、新生児輸血、緊急・

大量輸血、自己血輸血などの輸血療法を安全かつ適正に行っています。これらの業務に認定輸血検査技

師 7 名が 24 時間 365 日勤務体制で対応し、特定機能病院の医療を支えています。今後は細胞治療セ

ンターの一業務として、さらに病院に貢献できるように適切かつ迅速に業務を遂行していく予定です。

②造血幹細胞移植
造血幹細胞移植経験が豊富な大島久美医師が 2022 年 12 月に血液・腫瘍内科に加わったことにより、

当院での移植件数は飛躍的に増加しました。2023 年度は 16 例で 19 回の同種造血幹細胞移植を、2 例

の自家末梢血幹細胞移植を実施しました。2024 年度は、骨髄バンクや臍帯血バンクからの非血縁者間

移植を実施できる施設認定を取得し、造血幹細胞移植のさらなる拡充を目指します。

　また、日本骨髄バンクドナーからの骨髄採取や末梢血幹細胞採取も実施しました。

細胞治療センターの取り組み

細胞治療センター　センター長 佐野　文明

3―4　新設のご紹介　細胞治療センター
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 2．今後の取り組み

　免疫細胞を利用した免疫細胞治療が放射線療法、手術、化学療法に続く「第 4 のがん治療」として注目

されています。キメラ抗原受容体 T 細胞療法（CAR-T 療法）は、T 細胞を遺伝子導入によりがん細胞を攻撃

するように改変した後に患者さんに投与する革新的な治療法です。現在は、悪性リンパ腫、急性リンパ性

白血病、多発性骨髄に適応となっていますが、今後さらに多くの疾患に応用されていく可能性があります。

2023 年度では、神奈川県で CAR-T 療法を行える施設は 1 施設しかなく、多くの患者さんに適応すること

ができません。細胞治療センターでは CAR-T 療法の実施も視野に入れ運営していきます。

～ 2023 年度取扱実績データ～

同種造血幹細胞移植 16例で 19回、自家末梢血幹細胞移植 2例

集中治療センター稼働率

一
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ジャンル 日 　付 研修名 講演者 参加人数 参加人数

職員教育
2024 年 2 月 27 日 ( 火）・
3 月 13 日（水）

蘇生研修 ER-CORE 42 名
臨床研修センター
医療安全管理室
総合教育センター

職員教育
2024 年 3 月 18 日 ( 月 )・
22 日 ( 金 )

新人指導者研修
医学教育研究
伊野　美幸 特任教授
総合教育センター

25 名 総合教育センター

一
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